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研究成果の概要： 
 西洋近代観念説は、基礎づけ主義的な色彩の濃いデカルトにおいてすら、元来、自然主義的

論理空間を有していた。この論理空間が、バークリ、ヒューム、カントにおいてどのように歪

められていったかが、本研究によってかなり明確となり、これによって、西洋近代観念説の歴

史を従来とはまったく異なる視点から見ることが可能となった。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 1,400,000 0 1,400,000 

２００６年度 700,000 0 700,000 

２００７年度 700,000 210,000 910,000 

２００８年度 700,000 210,000 910,000 

  年度    

総 計 3,500,000 420,000 3,920,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学 哲学・倫理学 
キーワード：観念説 観念 物そのもの 物自体 自然主義 ロック バークリ カント 
 
１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は、申請時にすでに、西洋近代
観念説が基本的に自然主義的論理空間を有
していたことを解明しつつあり、その仕事は、
ヨーロッパの専門誌等に発表され、国際的に
認知されていた。 
 
２．研究の目的 
 ロック以後の西洋近代観念説が、その自然
主義的論理を歪めることによってその歴史
を形成していったことを、いくつかの観念説
ないし表象説を比較することによって確認
すること、これが本研究の目的である。 
 

３．研究の方法 
 典型的な自然主義的論理を示すロックの
観念説と、ロック以後の観念説・表象説、と
りわけバークリ、ヒューム、カントのそれを、
通時的推移を確認しつつ比較することによ
って、自然主義的論理空間がどのように崩れ
ていったかを明らかにすることが、ここで採
られた方法である。 
 
４．研究成果 
 その結果、バークリ、ヒューム、カントに
おいて、どのような仕方で自然主義的論理空
間が歪められたかが、その全体像において確
認された。成果の具体的な内容は、次項の諸
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文献が示す通りである。 
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